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はじめに 

河津川は河津町市街地の中心部を流れる二級河川であり、堤防の河津桜並木は

河津町の観光シンボルとして全国的に有名であるとともに、地域住民の憩いの場とし

て親しまれています。しかしながら、堤防に植栽されている桜のほとんどが、「河川区

域内における樹木の伐採・植樹基準（平成１０年６月１９日付け建設省河治発第４４号

建設省河川局治水課長通達。以下「植樹基準」という。）」を満たしておらず、治水上

等の課題となっています。 

 

このような状況において、河津川が将来にわたり、地域住民にとって安全で安心な

川であり、みんなが親しめる空間であるため、そして、河津桜を中心とした地域の活

性化を図るためには、河津桜と河津川を適切に維持管理していく必要があります。そ

の方向性を、「二級河川河津川における河津桜維持管理指針」として取りまとめ、指

針に基づいて「二級河川河津川における河津桜維持管理行動計画」を策定しました。 

 

「二級河川河津川における河津桜維持管理指針」には①状況の把握、②日常的作

業、③情報共有という３つの柱があります。しかし、行政だけで河津川沿いの桜と堤

防の状況をすべて把握して維持管理することは困難であり、地域住民の協力が必要

になります。 

 

「二級河川河津川における河津桜維持管理行動計画」は、河津桜の維持管理につ

いての役割分担を具体的に示したものであります。 

本計画に基づき、行政と地域が連携して維持管理を徹底しながら、河津川の段階

的な正常化に努めるとともに、安全で安心な河津川と河津桜の共存を目指します。 

 

また今後は、環境や状況の変化に柔軟に対応するため、本計画の見直し等、引続

き河津桜維持管理推進委員会によりフォローアップを図っていきます。 
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１． 経緯 

（１）河津川の現状 

二級河川河津川沿いに

は約 850 本の河津桜が植

栽されており、桜まつり期

間中には多くの観光客が

見学に訪れるなど、河津

町にとって重要な観光資

源となっているとともに、地

域住民の憩いの場として

親しまれています。 

 

 

 

 その一方で、堤防に植栽された河津桜は河川区域内における樹木の植樹基準を満

たしておらず、暴風時の倒木、腐った根の周辺に空洞ができるなど、堤防を弱体化さ

せる可能性もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘込の場合 築堤の場合 

河川区域

桜の根が河川区域 

に入らないところ 

なら OK です。 

堤防 

桜の根が堤防に入

らないように外側

に盛土をして植え

る場合は OK です。

盛土 

※盛土や必要な土地は植樹をする人の負担となります。

堤防  

桜が倒木すると、堤防が欠けて破堤したり、流下阻害となり水が溢れる恐れがあります。 
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（２）河津桜維持管理指針の策定 

そこで、堤防の安全性を確保しつつ、さらな

る地域振興と周辺住民が親しめる空間づくりを

図るため、河津町役場、下田土木事務所、河

津町観光協会、河津町商工会で「河津桜対策

検討委員会」を設け、河津川の堤防に植栽さ

れている河津桜の今後のあり方について検討

し、「二級河川河津川における河津桜維持管

理指針」としてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「二級河川河津川における河津桜維持管理指針」に基づいて、将来にわたり地

域住民と行政が協力して河津川・河津桜の適正な維持管理を行なっていくために、そ

の具体的な内容を「二級河川河津川における河津桜維持管理行動計画」としてまと

める運びとなりました。 

 策定にあたり、「地域」の代表として川沿いの８区長（浜区・笹原区・田中区・沢田区・

上峰区・下峰区･谷津区・大堰区）、「観光振興」の観点から河津町観光協会・河津町

商工会、そして「桜管理者」の河津町と「河川管理者」の下田土木事務所の４者が集

まって委員会を設け、それぞれの役割について議論を重ね、本計画を取りまとめたも

のです。 

 

二級河川河津川における 

河津桜維持管理指針 

 

 

 

平成 20 年 11 月 

 

河津町 

下田土木事務所 

 

 

継続的な維持管理に向けて、河津桜の

管理の中心は河津町が担います。 

管理主体は河津町 

今ある、川沿いの河

津桜＆堤防の健康

診 断 を し て い き ま

す。早めの点検でき

れいな桜＆安全な堤

防を目指します！！ 

河津川の桜堤防のう

ち、歩道となっている

浜橋から峰橋までの

区間を重点的な管理

区間とします。 

地域で河津桜を中心とし

たまちづくりや大雨のとき

の体制づくりなど、情報共

有を目指します。 

堤防の除草や河津桜の剪定

など、日常的な管理を継続的

に行っていきましょう。 

対象は浜橋から 
峰橋まで まずは、状況把握 

これが重要！ 

日常的な管理です！ 

みんなで情報共有 

河津桜の目指す姿 

① 安全で安心な川づくり 

② みんなが親しめる 

空間づくり 

③ 桜を中心とした地域の

活性化 

河津川 
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２． 行動計画一覧表 

 

 目的 方法（どのように） 主体（だれが） 時期（いつ） 備考 

（１） 

状況の把握 

川沿いの桜の 

植生や場所の把握 
桜台帳による管理 河津町 

状況変化等に応

じて更新 

 

堤防と桜の健康状態の把握 
現在の堤防の状況 下田土木事務所  

現在の桜の状況 河津町  

（２） 

日常的作業 
日常的な巡視や点検 

堤防の状態、桜の状態、道路

の状態 
下田土木事務所 年１回（出水期前） 河川パトロール 

河津町 必要に応じて  

地域 随時  

良好な生育環境の維持 
除草、清掃 

河津町・地域・ 

商工会・観光協会 
年２回  

剪定、害虫対策、肥料 河津町 必要に応じて  

（３） 

情報共有 啓発活動 

川のルール 下田土木事務所 必要に応じて  

地域と連携した維持管理につ

いて 

河津町・地域･ 

下田土木事務所 
必要に応じて  

連絡体制 防災、安全に関する組織体制 河津町・地域  
河津町地域防災

計画による 
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３． 詳細 

（１）状況の把握 

 ［川沿いの桜の把握］ 

  桜台帳による管理［河津町］ 

   河津川の堤防沿いにある桜を、地図に記入した桜台帳を基に管理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川現況平面図 

 

台帳のイメージ 

管理番号 浜 10 

作成年月日：２０１０年１月３０日 

 

位 置：浜橋～館橋 

管理道からの水平距離：約６０ｃｍ 

管理道からの垂直距離：約２０ｃｍ 

根回り太さ：約１０ｃｍ 

 

経過欄 
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［堤防と桜の健康状態の把握］ 

  現在の堤防の状況［下田土木事務所］ 

 

 河津川の治水安全度を把握するため、堤防形状（築堤・掘り込み）、背後地の様子

（宅地、耕作地）、現況流下能力、桜植樹位置を考慮した安全度マップを作成する。 

 作成したマップは、桜台帳と併せて下田土木事務所及び河津町に配置し、閲覧でき

るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現在の桜の状況［河津町］ 

 現在の桜の健康状態を、専門家（伊豆農業研究センターなど）と連携をとり把握し、

必要に応じ対応を仰ぎ、対策を検討する。 

 点検時などにおいて堤防の治水上支障となる桜が確認された場合も同様とし、河

川管理者と調整の上、必要に応じて河津町において伐木などの対応を行う。 
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（２）日常的作業 

［日常的な巡視や点検］ 

 堤防の状態、桜の状態、堤防道路等の状態［下田土木事務所・河津町・地域］ 

 

○点検項目 

<下田土木事務所が行うこと> 

河川パトロール（１回/年：出水期前、下田土木事務所、河津町建設課） 

 

 

<河津町が行うこと> 

 桜及び堤防道路の点検（必要に応じて：河津町産業振興課・建設課） 

 異常箇所の連絡による該当箇所の調査 

 

 

<地域が行うこと> 

 桜及び堤防道路の点検（随時：各地区） 

 

 

 

○点検結果収集方法 

各地区は異常箇所を見つけた場合、河津町産業振興課に連絡する。 

河津町産業振興課は該当箇所を調査する。また、下田土木事務所に連絡が必要

と判断される場合は、調査書を作成し下田土木事務所に報告する。 

下田土木事務所は対応結果を河津町産業振興課に報告する。 

河津町産業振興課は、下田土木事務所から対応結果が報告された場合及び町で

対応した場合のいずれについても、異常が指摘された地区の区長に対応結果を報告

する。 
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［良好な生育環境の維持］ 

 除草、清掃［河津町・地域・商工会・観光協会］ 

  現在の作業の状況［地域］［年２回］ 

地区 場所 団体 

浜地区 浜橋～館橋上流：左岸 浜同志会 

笹原地区 館橋上流～来宮橋下流：左岸 笹原子供会 

田中～沢田地区 来宮橋下流～峰小橋上流：左岸 河津町 

大堰地区 峰小橋上流～峰橋：左岸 大堰区 

谷津～下峰地区 浜橋～来宮橋上流：右岸 河津町 

下峰地区 来宮橋上流～豊泉橋上流：右岸 根岸会 

上峰地区 豊泉橋上流～峰橋：右岸 河津町 

  

  現在の作業の状況［商工会・観光協会］［年３回］ 

団体 場所 実施時期 

商工会・観光協会 

（河津桜まつり実行委員会）
浜橋～峰橋

菜の花植付時 

河津桜まつり前・後 

 

  ・現在の作業の状況を基本とし、町内一斉清掃時に清掃を行うことなどにより良好

な育成環境の維持を図る。 

 

 

 

 剪定、害虫対策、肥料［河津町］［必要に応じて］ 

 河津町が、桜の専門家の意見を参考にして、河津川沿いの河津桜の剪定、害虫対

策、施肥を行い、桜の良好な育成に努める。 
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（３）情報共有 

［啓発活動］ 

 川のルール［下田土木事務所］ 

 啓発活動を目標にチラシやポスターを作成する。 

 

地域と連携した維持管理について［河津町・地域･下田土木事務所］ 

 地域と連携した維持管理について呼びかけをしていく 

○ リバーフレンドシップ等県事業の活用 

 

 

［連絡体制］ 

 河津町は各地区と連携し、河津川に関する情報を共有するものとする。また、災害

等の緊急時については、河津町地域防災計画によるものとする。 

○ 住民が倒木など堤防に支障ある樹木を発見した場合は、河津町産業振興課に

連絡をする。また、堤防に異常を発見した場合も同様とする。 

 

 
 
 
 
  
 
参考：河津町地域防災計画より抜粋 

 

 

区長 
下田土木事務所 

0558-24-2108 

必要に応じて 点検報告 

結果報告 結果報告

河津町産業振興課

0558-34-1946 

 

地
域
（
自
主
防
災
組
織
） 

避
難
地
（
自
主
防
災
組
織
）

本部 
副本部長 
本部員 

 
各部 
総務班 

保健福祉班 
産業班 

建設水道班 
偵察班 
会計班 
教育班 

 
防災機関 

県 
警察 
自衛隊 

指定機関 

交 
 

換 
 

機

消防団

前線基地 
（情報班）

パトロール班 

県 
警察 
自衛隊 

指定機関

伝達・収集 

伝達・収集 

行政無線 

行政無線 

行政無線 

各機関無線 

同時通報無線（各種情報）

衛星（ひまわり）


